
―芦屋と大阪城の深いつながり―

　芦屋市域を含む六甲山地の東部では、1620 ～ 1629（元和６～寛
永６）年にかけて、大坂城の石垣を築くために膨大な数の花崗岩（通
称、御影石）が採石されました。
　この採石場跡は徳川大坂城東六甲採石場と呼ばれており、今年は
採石開始からちょうど400年になります。これを機会に、芦屋と大阪
城の深いつながりをひも解いてみたいと思います。

※�「大阪」の漢字が使われるようになったのは明治からで、それ以前
は「大坂」の漢字が使われていました。現在の「大阪城」と、江戸時代
以前の「大坂城」を区別して使い分けています。

大阪城といえば豊臣秀吉が築いた天下の名城をイメージする方が多
いと思いますが、実は、現在の大阪城は江戸幕府の２代将軍徳川秀忠
と３代将軍家光が築き直したもので、秀吉の大坂城はその地下深く
に埋められてしまっています。そのため、埋められた秀吉が築いた大

坂城を「豊臣大坂城」、現在、地上に見える徳川秀忠・家光が築いた大
坂城を「徳川大坂城」と呼び分けています。
現在の大阪城の天守閣は、1931（昭和６）年に建てられたもので、
鉄筋コンクリート造です。

「豊臣大坂城」と「徳川大坂城」

徳川大坂城東六甲採石場は、六甲山地の東部、芦
屋市域と西宮市域の山地や丘陵を中心に分布し
ています。徳川大坂城の石垣を築く石材の数は
100万個以上と言われていますが、その約半数
が徳川大坂城東六甲採石場から採石されたと推定
されており、大坂城の採石場としては最大です。
この採石場では、岩盤ではなく六甲山地にたく
さんある花崗岩の丸い転石を割っていくことで
石材を採っています。
徳川大坂城東六甲採石場は「甲山刻印群」「北山
刻印群」「越木岩刻印群」（西宮市域）と「岩ヶ平
刻印群」「奥山刻印群」「城山刻印群」（芦屋市域）
の６つのエリアに細分されています。平成30年
には、西宮市にある甲山刻印群の佐賀藩鍋島家の
採石場跡が、「大坂城石垣石丁場跡　東六甲石丁
場跡」という名称で国史跡に指定されています。

芦屋と西宮に広がる徳川
大坂城東六甲採石
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芦屋市内の刻印群位置図

徳川大坂城東六甲採石場の調査・研究は、
1968（昭和43）年に県立芦屋高校生徒で
歴史研究団体芦ノ芽グループ会員の小倉
幸一さんが、六甲奥山山中で刻印石を発
見したことが始まりです。それ以降、芦ノ
芽グループが刻印石の分布調査等に精力
的に取り組み、芦屋市域から西宮市域に
かけて徳川大坂城東六甲採石場があるこ

とが明らかとなりました。
昭和60年代からは芦屋市教育委員会が
発掘調査を行っています。岩ケ平刻印郡
（六麓荘町）発掘調査では刻印石・矢穴石
の他に、作業小屋跡（写真左）・鉄製工具
を修理した小鍛冶場（写真右）などを発
見し、当時の採石の状況がより明らかに
なってきています。

外様大名が動員された徳川大坂城の築城
1583（天正11）年に秀吉が築いた豊臣大坂城は、1615（慶長20）年の大坂夏の陣で落城し、
豊臣氏は滅亡しました。その後、江戸幕府の２代将軍徳川秀忠と３代将軍家光は、1620
（元和６）年から1629（寛永６）年にかけて、豊臣大坂城の石垣を完全に埋めた上に徳川
大坂城を築きました。
築城にあたって幕府は西日本の35か国64家の諸大名に工事を課し、旧豊臣方の外様大名
に大きな負担を強いました。各藩は石垣をつくるために、瀬戸内海を中心に各地で石材を
採石しました。

芦ノ芽グループの分布調査と発掘された採石場跡

瀬戸内海に広がる採石場（▲）

作業小屋跡 小鍛冶場跡
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